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れ
、
死
者
の
遺
品
の
供
養
の

受
付
、
大
祭
日
以
外
の
訊
論
文
の
受
付
な
ど

も
し
て
い
る
よ
う
だ
。
 

水
子
地
蔵
堂
の
奥
に

人
形
堂
が
あ
り
、
未
婚
の
男
女
の
霊
を
供
用
し
、
 

結
婚
適
齢
期
に
な
れ
ば

神
様
が
結
ん
で
く
れ
る
と

い
う
伝
説
で
、
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
に
入
れ
た
男
女
の
人
形
が
、
所
せ
ま
し
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

こ
の
外
に
も
休
憩
室
ゃ
、

い
ろ
い
ろ
な
建
物
が
建
て
ら
れ
、
川
蔵
賓
の

河
原
も
昔

の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
却
し

て
、
信
仰
と
観
光
の
地
へ

と
変

身
し
た
よ
う
で
あ
る
。
 

（水子地蔵堂、奥に人形堂がある） 

嘉
瀬
今
首

追
憶
 

一
 

り
 

コ
 

]
 
昌
回
 

秋
 
元
 
惣
之
進
 

子
供
の
頃

（
昭
和
五
年

）
、村
の
様
子
を
断

片
的
だ
が
、

記
憶
を
た
ど

り
簡
単
に
綴
っ

て
見
た
。
 

第

一
話
 
吹
 
溜
 

り
 

嘉
瀬
か
ら
金
木
に
行
く
途
中
、
嘉
瀬
の
畑
中
町
内
の
外
れ
に
小
田
川
の
 

「
奴
コ
橋
」
が
有
り
、
奴
コ
橋
か
ら

二
百
米
位
行
く
と
、
昔
は
小
高
い
約

三
米
位
の
丘
陵
が
あ

る
。
 俗
に

「
舘
コ
」
と
言
っ

た
。
 

明
治
初
年
に
道
路
を

通
す
為
に
小
高
い
丘
陵
を

掘
削
し
て
道
路
に
し
た

が
、
完
全
に
整
備
着
工
さ

れ
た
の
は
明
治
四
十
三
年
と
言
う
。
掘
削
し
た

丘
陵
の
道
路
は
冬

の
降
雪
期
に
入
る
と
切
り
割

（
掘
削
）
に
雪
が
入
っ
て

埋
り
吹
溜
り

（
流
れ
）
が
出
来
て
人
馬
の
障
害
と
な
っ
た
。
 

又
、
金
木
の
入
ロ

の
伊
藤
製
材
所
の
所
も
大
き

な
山
の
様
な
吹
溜
り
 

（
流
れ
）
が
出
来
た
。
春
に
な
り
村
の
雪
は
す
っ
か
り
消
え
て
も
「
舘
コ
」
 

の
切
り
割
り
だ
け
は
雪
が
凍
っ
て
 
「ス
ガ
マ
廿
氷
」
 
と
な
り
中々

消
え
な

い
の
で
、
村
中
総
出
で
凍
っ
た
固
雪

（
氷
）
乞
錫
ヤ

「
ス
コ
ッ
プ
」
 
で
壊

し
て
捨
て
て
人
馬
が
通
る
様
に
し
た
。
 

《巳
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〉
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坦
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ユ
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E
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私
の

「
ア
バ

（
母
）」
の
母
親
は
北
屋

（
飯
塚
商
店
）
出
身
で
、

ア
バ
 

（
母
）
の
父
は
今
の
原
田

一
実
さ
ん
の
家
の
別
家
だ
と
言
う
。
私
が
幼
少

の
頃
に
曽
祖
母
の
家
に
良
く
遊
び
に
行
っ
た
が
、
祖
母
は
何
時
も
囲
炉
裏

の
岸
に
硯
箱
の
様
な
箱
の
中
の
缶
に
真
黒
い
墨
汁
の
様
な
汁
で
歯
を
磨
い

て
居
る
の
で
、
幼
少
な
が
ら
何
し
て
い
る
の
と
聞
く
と
祖
母
は
「
お
歯
黒
」
 

と
言
っ
て
歯
を
染
め
る
と
虫
歯
に
な
り
に
く
く
、
既
婚
者
と
未
婚
者
の
区

別
が
出
来
て
、
衛
生
的
に
良
い
の
だ
と
聞
か
さ
れ
た
事
を
今
、
思
い
出
し

て
綴
っ
て
見
た
。
 

第
三
話
 
貰
 
い
 
水
 

普
段
に
家
庭
で
使
用
す
る
呑
み
水
で
あ
る
が
、
昔
分
家
し
た
貧
農
の
一

般
家
庭
に
は
あ
ま
り
井
戸
は
無
か
っ
た
が
竃
（
釜
処
）
の
古

い
家
か
ら
、
 

普
肥
彰
太
ジ
し
て
生
活
し
て
居
っ
た
が
、
其
の
井
戸
も
大
底
は
家
外
に
あ
っ

た
。
井
戸
に
は
蓋
も
な
い
の
で
風
の
強
い
日
な
ど
は
塵

（
芥
）
ゃ
挨
が
入

り
不
衛
生
だ
っ
た
。
 又
、
甚
だ
し
い
時
に
は
鼠
や
猫
の
死
骸
が
落
ち
て
い
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嘉
瀬
か
ら
金
木
に
行
く
途
中
、
嘉
瀬
の
畑
中
町
内
の
外
れ
に
小
田
川
の

「
奴
．
橋
」
が
有
り
、
奴
．
橋
か
ら
二
百
米
位
行
く
と
、
昔
は
小
高
い
約

三
米
位
の
丘
陵
が
あ
る
。
俗
に
「
舘
．
」
と
言
っ
た
。

明
治
初
年
に
道
路
を
通
す
為
に
小
高
い
丘
陵
を
掘
削
し
て
道
路
に
し
た

が
、
完
全
に
整
備
着
工
さ
れ
た
の
は
明
治
四
十
三
年
と
言
う
。
掘
削
し
た

丘
陵
の
道
路
は
冬
の
降
雪
期
に
入
る
と
切
り
割
（
掘
削
）
に
雪
が
入
っ
て

れ
、
死
者
の
遺
品
の
供
養
の
受
付
、
大
祭
日
以
外
の
詞
論
文
の
受
付
な
ど

も
し
て
い
る
よ
う
だ
。

水
子
地
蔵
堂
の
奥
に
人
形
堂
が
あ
り
、
未
婚
の
男
女
の
霊
を
供
用
し
、

結
婚
適
齢
期
に
な
れ
ば
神
様
が
結
ん
で
く
れ
る
と
い
う
伝
説
で
、
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
に
入
れ
た
男
女
の
人
形
が
、
所
せ
ま
し
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
外
に
も
休
憩
室
や
、
い
ろ
い
ろ
な
建
物
が
建
て
ら
れ
、
川
蔵
餐
の

河
原
も
昔
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
却
し
て
、
信
仰
と
観
光
の
地
へ
と
変

身
し
た
よ
う
で
あ
る
。

子
供
の
頃
（
昭
和
五
」

り
簡
単
に
綴
っ
て
見
た
。

埋
り
吹
溜
り
（
流
れ
）
が
出
来
て
人
馬
の
障
害
と
な
っ
た
。

又
、
金
木
の
入
口
の
伊
藤
製
材
所
の
所
も
大
き
な
山
の
様
な
吹
溜
り

（
流
れ
）
が
出
来
た
。
春
に
な
り
村
の
雪
は
す
っ
か
り
消
え
て
も
「
舘
己

の
切
り
割
り
だ
け
は
雪
が
凍
っ
て
「
ス
ガ
マ
Ⅱ
氷
」
と
な
り
中
々
消
え
な

マ
サ
カ
リ

い
の
で
、
村
中
総
出
で
凍
っ
た
固
雪
（
氷
）
を
鋏
や
「
ス
コ
ッ
プ
」
で
壊

し
て
捨
て
て
人
馬
が
通
る
様
に
し
た
。
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母
こ
の
母
親
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北
屋
（
飯
塚
商
店
）
州
身
で
、
ァ
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（
母
）
の
父
は
今
の
原
田
一
実
さ
ん
の
家
の
別
家
だ
と
言
う
。
私
が
幼
少

の
頃
に
曽
祖
母
の
家
に
良
く
遊
び
に
行
っ
た
が
、
祖
母
は
何
時
も
囲
炉
裏

の
岸
に
硯
箱
の
様
な
箱
の
中
の
缶
に
真
黒
い
墨
汁
の
様
な
汁
で
歯
を
磨
い

て
居
る
の
で
、
幼
少
な
が
ら
何
し
て
い
る
の
と
聞
く
と
祖
母
は
「
お
歯
黒
」

と
言
っ
て
歯
を
染
め
る
と
虫
歯
に
な
り
に
く
く
、
既
婚
者
と
未
婚
者
の
区

別
が
出
来
て
、
衛
生
的
に
良
い
の
だ
と
聞
か
さ
れ
た
事
を
今
、
思
い
出
し

て
綴
っ
て
見
た
。

普
段
に
家
庭
で
使
用
す
る
呑
み
水
で
あ
る
が
、
昔
分
家
し
た
貧
農
の
一

カ
マ
ド

般
家
庭
に
は
あ
ま
り
井
戸
は
無
か
っ
た
が
竃
（
釜
処
）
の
古
い
家
か
ら
、

モ
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イ
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が
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の
井
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も
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井
戸
に
は
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も
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の
で
風
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強
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は
塵
（
芥
）
や
族
が
入

ネ
ズ
、
、
、

り
不
衛
生
だ
っ
た
。
又
、
甚
だ
し
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時
に
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や
猫
の
死
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落
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い
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た
り
、
其
れ
を
知
ら
な
い
で
何
日
も
家
庭
飲
料
水
と
し
て
飲
ん
で
居
っ
た
。
 

今
、
思
う
と
良
く
も
病
気
に

な
ら
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
不
衛
生
な
水
を

呑
ん
で
も
当
時
の
人
は

抵
抗
性
が
あ
っ
た
の
か
と
思
う
。
 

第
四
話
 

薬
師
の
井
戸
ッ

コ
 

嘉
瀬
に
は
薬
師
神
社
が
二
社
あ

る
が
、
私
が
小
さ
い
頃
、
鍛
冶
町
の
薬

師
神
社
に

一
坪
位
の
範
囲
の
所
か
ら
湧
水
が
湧
い
て
居
り
、
其
の
湧
水
で

目
を
洗
う
と
目
の
悪
い
人
は
目
が
治
り
、
湧
水
を
呑
む
と
体
の
毒
を
出
す

と
か
で
特
に
旧
七
月
七
日
の
七
タ
祭
に
は
村
の
人

々
は
勿
論
、
近
郷
近
在

の
人
々
も
来
て
湧
水
を
呑
ん
だ
り
、
徳
利
に
汲
ん
で
家
へ
持
っ
て
行
き
目

を
洗
う
の
で
あ

る
。
 幼
少
の
頃
だ
が
、
沢
田
薫
さ
ん
は
、

こ
ん
な
湧
水
の

濁
っ
た
水
で
目
を
洗
う
な
ん
て
、
か
え
っ
て
目
が
悪
く
な
り
、

こ
れ
は
迷

信
だ
よ
と
言
っ
た
事
が
今
で
も
鮮
明
に
頭
に
浮
か
ぶ
。
 

ガ
ー
ー
 

ア
I
II
 

第
五
話
 
蟹
 

網
 

私
共
が
小
さ
い
頃

は
蟹
網
を
編
ん
で
旧
十
川
（
シ
ン
川
）
に
九
月
ー
十

月
頃
の
月
夜
の
晩
に
蟹
網
を
十
枚
位
持
っ
て
蟹
釣
り
に
行
っ
た
が
、
九
月
 

ー
十
月
頃
は
蟹

の
産
卵
期
で
釣
っ
た
蟹
を
煮
て
腹
を
割
っ
て
見
る
と
卵
が

腹
に

一
杯
入
っ

て
居
り
喰
べ
る
と
美
味
か
っ
た
。
 又
、
田
圃
の
堰
や
小
堰
 

ド
ジ
甘

ウ
 
カ
ジ

カ
 
タ
ニ
シ
 

に
は
「
メ
ダ
カ
n
ウ
ル
メ
コ
」
ゃ
泥
鱈
、
鰍
、
田
螺
、
小
さ
い
巻
貝
が
無
 

ハ
ナ
ス
 
ナ

マ
ズ
 

数
に
散
乱
し

て
居
り
、
又
、
大
堰
や
堰
な
ど

の
蟹
穴
に
手
を
入
れ
て
鯨
ゃ
 

ハ
サ
ミ
 

蟹
を
取
っ
た
が
蟹
穴
に

手
を
入
れ
て
蟹
の
鉄
で
指
を
「
ハ
サ

マ
レ
」
た
事

も
あ
る
。
 

第
六
話
 
隔
 

離
 
室
 

私
共
が
幼
少
の
頃
、
今
の
新
町
通
り

（
駅
通
り
）
に
伝
染
病
の
患
者
を

収
容
し
た
隔
離
舎
の
建
物
が
あ
っ
た
。
昔
は
隔
離
舎
の
近
辺
に

は
人
家
も

道
路
も
無
か
っ
た
が
、
私
共
が
小
学
校
へ
通
う
頃
は
隔
離
舎
は
閉
鎖
さ
れ

て
居
り
、
隔
離
舎
の
隣
り
に
立
派
な
道
路
も
出
来

て
居
り
、
小
学
校
へ
行

く
時
は
隔
離
舎
を
横
目
に
見
て
学
校
へ
通
っ
た
。
 

第
七
話
 
コ

ン
ャ
ン
ボ
』
刈
り
 

昔
は
何
処
の
家
で
も
大
底
「
バ
リ
カ
ン
」
が
あ
っ
た
。
 男
の
人
は
「
バ

リ
カ
ソ
」
で
頭
の
髪
を
刈
っ
た
が
、
頭
の
髪
を
刈
る
事
を
「
ジ
ャ

ン
ボ
」
 

刈
る
と
言
う
た
。
 古
び
た
切
れ
な
い
 
「
バ
リカ
ン
」
 
で
父
は子
供
の
名
を

呼
ん
で

「
ジ
ャ
ン
ボ
」
 
刈
って
や
る
か
ら
来
い
と
言
っ
て
、
子
供
の
頭
を

押
さ
え
な
が
ら
刈
る
が
「
バ
リ

カ
ン
」
に
髪
が
引
っ
か
か
り
、
思
わ
ず
痛

い
と
叫
ぷ
と
父
は
我
慢
し
な
さ
い
と
叱
か
り

「
バ
リ
カ
ン
」
に
油
を
一
寸

と
つ
け
て
、
又
、
頭
の
髪
を
刈
る
が
、
刈
っ
た
頭
の
髪
は

「
ト
ラ
刈
り
」
 

で
あ
っ
た
が
、
大
低
の
子
供
は

「
ト
ラ
刈
り
」
頭
だ
っ
た
。
 

ス
ス
 
ハ
 

第
八
話
 
煤
 

掃
 
き
 

嘉
瀬
で
は
昔
、
家
の
中
の
 
「煤
掃
き
H
ス
ス
ハ
キ
」
が
あ
っ

た
。
 煤
掃

き
に
は
箪
笥
、
長
持
と
あ

る
物
を
全
部
外
に
出
し
て
土
台
下
も
締
麗
に
掃

く
の
で
あ
る
。
 

検
査
日
が
く
る
と
常
会
長
を
初
め
、
村
会
議
員
や
巡
査
が
検
査

に
く
る
 

と
、
父
母
は
真
黒
な
手
拭
を
頭
か
ら
取
り
、
平
身
低
頭
に
頭
を
下
げ
る
。
 

巡
査
は
目
を
光
ら

せ
「
親
爺
」
掃
除
し
た
か
と
「
ス
カ
目
ツ
ラ
」
 
を
し

て
、
そ
こ
こ
こ
を
呪

み
、
巡
査
は
良
し
合
格
だ
と
言
っ

て
検
査
済
讃
を
渡

す
。
当
時
の

巡
査
は

最
も
怖
い
職
業
の
人

で
有
り
、

当
時

は
巡
査

を
 

ダ
 

サ
 

マ
 

旦
那
様
と
呼
ん
だ
。
 

第
九
話
 

濁
 

酒
 

終
戦
後
は
喰
べ
物
や
呑
み
物
が
無
か
っ
た
貧
し
い
頃
、
田
舎
で
は
濁
酒

が
流
行
し
た
が
、
 密
造
酒
は
違
反
で
あ
っ
た
。
 

当
時
、
清
酒
は
私
共
貧
農
に
は
高
価
で
高
嶺
の
花
的
存
在
で

と
て
も
手

が
届
か
な
か
っ
た
の
で
愛
酒
家
は
自
分
で
濁
酒
を
造
っ
て
呑
ん
だ
が
、
素

人
の
造
る
濁
酒
は
徳
利
の
上
の
方
は

「
カ
ス
カ
」
に
澄
む
が
、
八
分
位
底

の
方
は
濁
っ

て
と
て
も

呑
め
な
か
っ

た
。
 嘉
瀬
の
某
氏
（
亡

）
は
昔
、
 

杜
氏
を
し
た
事
が
有
り
、
濁
酒
造
り
は
非
常
に
上
手
だ
っ
た
。
 

コ
ウ
ジ
 
プ

タ
ゴ

ヤ
 

蒸
し
た
米
と
麹
、
ィ
ー
ス
ト
菌
に
生
温
い
水
を
樽
に
入
れ
て
、
冷
暗
所

に
置
き
、
 一
週
間
位
発
酵
さ
せ
て
か
ら
麻
袋
に
入
れ
て
「
フ
ネ
H
搾
り
器
」
 

で
濃
過
し
て
濁
酒
を
清
酒
の
様
に
澄
ま
せ
た
。
某
氏
は
濁
酒
の
醸
造
中
は
 

冷
 
暗
 
所
 

豚
小
屋
に
隠
し
、
酒
樽
の
上
に
消
毒
し
た
布
を
冠
せ
不
純
物
が
混
じ

ら
な

い
様
に
常
に
衛
生
管
理
に
気
を
つ
け
た
。
 

某
氏
の
造
っ
た
濁
酒
は
一
升
百
数
拾
円
だ
っ
た
と
思
う
。
某
氏
は
内
密

で
濁
酒
を
隠
し
な
が
ら
密
売
し
て
生
活
の
支
え
に
し

て
い
た
。
当
時
、
冠

婚
葬
祭
に
は
清
酒
二
升
の
配
給
が
あ
っ
た
が
、
冠
婚
葬
祭
に
は
人
が
大
勢

集
ま
る
の
で

二
升
の
酒
で
は
、
と
て
も
不
足
だ
っ
た
。
 

又
、
清
酒
は
当
時
、
高
価
で
私
共
の
貧
農
に
は
手
が
届
か
な
か
っ
た
。
 

私
の
祝
言
に
も
某
氏
の
造
っ
た
濁
酒
の
澄
ん
だ
の
で
三
日
間
祝
っ
た
。
 

私
の
母
は
某
氏
の
造
っ
た
濁
酒
を
麻
袋
に
入
れ
て
搾
り
取
っ
た
残
り
の
酒
 

ユ
 
ゲ
 

粕
を
時
々
貰
っ
て
来
て
、
蒸
し
器
に
入
れ
て
蒸
発
さ
せ
た
湯
気
を

一
升
瓶

に
集
め
焼
酒
に
し
て
良
く
呑
せ
た
も
の

で
し
た
。
 

第
十
話
 
サ
ル

ケ
穴
 

．ハ
 
ラ
 

今
か
ら
数
拾
年
前
の
暑
い
暑
い
夏
の
野
替
微
の
花
の
咲
く
頃
、
子
供
達

は
あ
ま
り
の
暑
さ
に
嘉
瀬
溜
池
に
水
遊
び
に
行
き
、
子
供
達
は
黒
山
の
様

に
遊
ん
で
居
っ
た
が
、
突
然
、
誰
か
が
「
イ
ッ
ョ
子
」
 
が泳
い
で
い
た
が
、
 

沈
ん
で
浮
ん
で

こ
な
い
と
泣
き
な
が
ら
大
声
で
叫
ん
だ
が
、
そ
こ
は
深
い
 

「
サ
ル
ケ
穴
」
で
子
供
達
は
そ
の
辺
迄
は
誰
れ
も
行
く
事
が
出
来
な
か
っ

た
。
 

「
イ
ッ
ョ
子
」
の
親
達
に
知
ら
せ
て
来
い
と
誰
か
が
言
っ
た
が
不
在
だ
っ

た
。
 又
誰
か
が
「
イ
ッ
ョ
子
」
の
親
達
は
田
圃

で
三
番
目
の
田
の
草
取
り

を
し
て
居
る
か
ら
私
が
知
ら
せ
く
る
と
言
っ
て
走
り
出
す
と
、
す
ぐ
父
親

が
か
け
つ
け
て
来
た
。
 父
親
は
、
ど
の
辺
だ
と
聞
く
と
子
供
達
は
あ
の
辺

だ
と
指
差
し
た
。
 死
ん
だ
「
イ
ッ
ョ
子
」
を
、
父
は
抱
い
て
来
て
平
地
に

上
っ
た
。
又
、
昔
、
嘉
瀬
小
学
校
の
運
動
会
に
若
者

二
人
が
酒
に
酔
っ
た

勢
い
で
溜
池
の
向
岸
迄
、
泳
い
で
行
く
途
中
、
溺
れ
て
亡
く
無
っ

た
と
言

う
。
 

嘉
瀬
溜
池
で
三
人
が
亡
く
な
っ
て
居
る
。
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き
で
、
 

出
征
軍

人
は
大

釈
迦
ま

で
歩
い

た
時
で

あ
っ
た
。
 

幸
い
に

こ
の
日

だ
け
、
 

し
か
も
 

昭和20年9月（18才） 

第
十

一
話
 
津
鉄

の
汽
車
ッ

コ
 

今
、
思
い
出
す
と
私
が
五
歳
の
頃
、

父
母
は
学
校
の
隣
り
を
汽
車
が
通

る
か
ら
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
と
私
を
連
れ
て
行
っ
た
が
、
汽
車
と
は
何
ん

だ
か
分
ら
ず
其
の
盤
、
付
い
て
行
く
と
大
勢
の
村
人
が
黒
山
の

様
に
見
学

に
来
て
い
た
。
愈
々
、
時
間
が
来
て
汽
車
が
見
え
た
時
は
子
供
な
が
ら
に
 

「家
」
 
の様
な
大
き
な
物
が
ど
う
し
て
一
人
で
走
る
の
か
と
不
思
議
に
思
っ

て
驚
い
た
。
 

「津
鉄
鉄
道
は
、
昭
和
五
年
に
開
通
し
た
」
津
鉄
の
汽
車
は
沿
線
の
人
々

や
米
、
石
炭
、
縄
、
材
木
、
其
の
他
の
物
を
運
び
、
沿
線
の
人

々
の
喜
び

は
大
き
く
、
恩
恵
を
与
え
た
。
 

当
時
の
私
鉄
は
冬
に
な
る
と
真
中
に

「
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
」
が
置
か
れ
、
 

タ
方
に
は
「
ラ
ソ
プ
」
 
が
灯さ
れ
て
「
ラ
ソ
プ
」
 
が
汽
車
の振
動
で
「
ブ

ラ
ン
ー
ブ
ラ
ン
」
と
振
れ
た
と
言
う
。
当
時
の
大
人
達
の
話
を
聞
く
と
汽

車
が
通
り
便
利
に
な
っ
た
が
、
金
木
の
西

（
稲
垣
方面
）
金
木
以
北
の
人
々

が
汽
車
に
乗
り
、
金
木
を
通
過
し
て
五
所
川
原
に
行
く
様
に
な
っ
た
と
言
 

マ
ッ
ゲ
 

う
。
其
れ
迄
は
金
木
に

買
い
物
（
町
買
）
に
来
て
い
た
が
、
五
所
川
原
は

商
品
が
豊
富
で
安

く
歓
楽
的
な
面
も
有
り
賑
か
だ
っ

た
と
言
う
。
 又
、
今

な
お
津
鉄
列
車
は
健
在
で
六
十
九
年
間
も
走
り
続
け

「
ス
ト
ー
ブ
列
車
」
 

「
風
鈴
列
車
」
 
「俳
句
列
車
」
と
異
名
を
取
り
、
県
内
外
に
名
を
売
り
、
 

沿
線
の
人
々
ゃ
物
資
を
運
ん
で
居
る
。
 

第
十
二
話
 

招
 
魂
 
堂
 

嘉
瀬
村
を
歓
呼
の
声
と
日
の
丸
の
旗
の
波
に
送
ら
れ
て
出
征
し
、
戦
地

で
勇
戦
奮
闘
し
て
「
帰
還
」
 
した
軍
人
達
は
、
祖
国
の
為
に
人
柱
と
な
っ

て
内
外
で
戦
死
し
た
御
魂
を
安
ら
か
に
眠
ら
し

め
る
為
、
招
魂
堂
を
建
立

し
よ
う
で
は
な
い
か
と
軍
人
会
、
戦
友
会
、
全
員
協
議
の
結
果
一
決
し
た
。
 

戦
死
で
勇
戦
奮
闘
、
鬼
と
化
し
て
帰
還
し
た
軍
人
達
は
「

い
ず
れ
」
自
分

達
も
招
魂
堂
に
入
る
覚
悟
を
腹
に
決
め

て
い
た
。
招
魂
堂
は
亡
き
戦
友
の

冥
福
を
祈
る
為
で
あ
る
が
、
自
分
達
も
い
ず
れ
、
又
、
出
征
し
無
言

（
戦

死
）
で
蹄
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
深
く
心
に

決
め
招
魂
堂
を
一
日
も
早

く
竣

工
し
よ
う
と
決
意
し
着
工
し
た
。
 招
魂
堂
は
昔
、
五
所
川
原
か
ら
金
木
に

至
る
県
道
介
の
通
り
の
嘉
瀬
溜
池
（
清
久

）
の
南
側
に
あ
っ
た
が
、
数
年

前
に
嘉
瀬
観
音
山
に
移
転
建
立
さ
れ
た
。
 
（今
の
農
協
低
温
倉
庫
の
所
）
 

嘉
瀬
の
戦
没
者
の
招
魂
堂
の
碑
に
刻
ま
れ
て
居
る
戦
没
者
の
氏
名
は
一
一

百
一
人
で
あ
る
。
 
（
上村
も
含
む
）
 

（
付
記）
 

〇
嘉

瀬
八
幡
宮
の
敷
地
は
一
町
〇
一
畝
四
歩
 

〇
辛
夷
の
木

（
田打
桜
）
二
十

三
本
 

〇
鳥
居
 
八
基
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特

別
寄

稿
 

私
⑩
体
験
記
 

 

  

   

地
獄
を

見
た
 

中
 
酉
 
昭
 
治
 

   

昭
和
二
十
年

一
月
三
十
一
日
、
香
川
県
小
豆
島

に
あ
る
陸
軍
特
別
幹
部

候
補
生
隊
に
入
隊
す
べ
く
、
金
木
駅
を
出
発
し

た
。
満
十
六
才
十
ケ
月
の

時
で
あ
る
。
 

こ
の
年
は
近
年
に
な
い
豪
雪
で
、
前
后
二
十
日
位
津
軽
鉄
道
は
運
休
続
 

一
往
復
だ
け
列
車
が
走
り
ま
し
た
。

一
緒
に
出
発
し
た
の
は
六
人
位
で
、
 

陸
軍
は
私
一
人
、
全
員
志
願
兵
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
列
車
も
、
津
軽
飯
詰
駅
を
発
っ
て
間
も
な
く
、
な
ぜ
か
最
後
尾
一

輔
だ
け
切
り
は
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

豪
雪
で
、
あ
え
ぎ
あ
え
ぎ
走
っ
て
い
た
の
で
、
機
関
手
も
気
付
い
た
の

か
、
又
戻
っ
て
き
て
、
連
結
さ
れ
ま
し
た
。
 一
緒
の
戦
友
達
と
『
縁
起
が

悪
い
、
戦
死
か
も
』
と
話
し
た
も
の
で
す
。
 

そ
の
夜
は
、
米
・
木
炭
持
参
で
、
青
森
市
古
川
の
西
北
舘

（
現
金
木
町

米
町
）
に
泊
っ
た
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

昭
和
二
十
年
の
戦
況
は
、
制
空
権
も
、
制
海
権
も
敵
の
手
中
に

あ
り
、
 

日
本
軍
の
末
期
状
態
で
あ
っ
た
。
 

戦
況
が
悪
化
す
る
に
つ
れ
て
、
軍
当
局
は
、
幼
年
学
校
は
じ
め
、
陸
軍

士
官
学
校
、
海
軍
兵
学
校
、
海
軍
予
科
練
習
生
、
少
年
飛
行
兵
、
戦
車
兵
、
 

陸
軍
特
幹
生
等
々
、
少
年
達
志
願
兵
の
募
集
に
力
を
入
れ
て
い
た
と
き
で
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一
期
の
検
閲
も
終
り
、
 

し
た
。
 不
貝
者
で
な
い
限
り
、

ど
う
せ
近
い
中
に
兵
隊
に
と
ら
れ
る
私
で

す
。
 同
級
生
の
中
に
も
す
で
に

五
・
六
名
は
志
願
し
入
隊
済
で
す
。
青
年

学
級
で
も
盛
ん
に
志

願
を
推
め
て
お
り
ま
し
た
。
 

小
学
校
一
年
生
の
修
身
に
あ
る
、
 キ
グ
チ
、
コ
ヘ
イ
ラ
ッ
パ
手
か
ら
始
っ

て
、
徹
底
し
た
軍
国
主
義
教
育
を
受
け
た
私
達
は
、
愛
国
心
に
燃
え
、
国

の
た
め
に
死
ぬ
こ
と
は
、

男
子
の
誉
れ
で
あ

る
と
思
っ
て
い
た
。
戦
争
の

末
期
も
知
ら
ず
、
大
本
営
発
表
の
戦
勝

々
々
を
信
じ
、
日
本
は
必
ず
勝
つ

と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

昭
和
十
九
年
、

七
ツ
釦
に
あ
こ
が
れ
、
海
軍
予
科
練
と
、
陸
軍
特
別
幹

部
候
補
生
の
二
つ
を
受

験
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
予
科
練
の
方
は
飛
行
兵

は
落
ち
、

一
般
水
兵
に
合

格
、
陸
軍
も
第
一
志
望
の
飛
行
兵
は
落
ち
、
船

舶
生
に
合
格
し
た
。
 

予
科
練
の
二
次
試
験
で
霞
ケ
浦
航
空
隊
に
行
っ
た
時
、
予
科
練
生
達
が

海
軍
の
伝
統
的
罰
則
と
称
す
る
失

神
す
る
ま
で
な
ぐ
ら
れ
る
様
を
見
て
、
 

海
軍
に
志
願
し
た
こ
と
を
後
悔
し
た
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
海
軍
を
辞
退

し
、
陸
軍
船
舶
特
幹
を

選
ん
だ
。
 

特
幹
兵
に
は
『
陸
軍
現
役
下
士
官
補
充
及
臨
時

特
例
』
昭
和
十
八
年
十

二
月
十
四
日
公
布
勅
令
第
九
百
二
十
二
号
が
あ
っ
て
そ
れ
に
よ
る
と
、
特

別
幹
部
候
補
生
は
、

入
校
後
、
直
ち
に

一
等
兵
を
命
じ
、
爾
後
概
ね
六
ケ

月
の
後
上
等
兵
に
、

更
に
概
ね
六
ケ
月
の
後
伍
長
に
進
級
せ
し
む
云
々
と

の
特
例
が
あ
っ
た
こ
と
。
船
舶
兵
は
、
大
き
な
輸
送
船
に
乗
る
も
の
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
 

小
豆
島
で
船
舶
兵
と
し
て
の
基
礎
教
育
を
受
け
、
 

二
十
年

六
月
、
 

広
島
の

江
田
島

に
転
風

何
と
こ

こ
は
、
 

陸
軍
海

上
挺
身

戦
 
隊
 

（
特
攻

隊
）
の

秘
密
基

地
で
め
っ

た
。
 

そ
の
 

）」務
は
、
 

長
さ
約
 

五
メ
ー
 

ト
ル
、
 

幅
約
一
一
 

メ
・
ー
ト
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ル
弱
、
六
気
筒
ェ
ン
ジ
ソ

ー
基
、
最
大
速
度
二
五
ノ
ッ
ト

（
時速
四
十
五

キ
ロ
）
、
 ベ
ニ
ヤ
製
の

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、
そ
の
艇
尾
に

二
五
〇
キ
ロ
爆

雷
を
装
備
、
 一
人
で
敵
艦
を
攻
撃
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
 

そ
の
頃
は
、
敵
は
本
土
上

陸
を
狙
っ
て
い
た
時
で
し
た
の
で
、
そ
れ
を

阻
止
す
る
に
は
、
敵
船
団
を
上
陸
す
る
前
に
撃
破
す
る
以
外
に
な
か
っ
た
。
 

上
陸
準
備
の
た
め
、
泊
地
に
あ
る
敵
艦
を
夜
間
奇
襲
し
、
敵
艦
の
機
関

部

（
煙
突
の
真
下
）
あ
た
り
に
艇
尾
を
衝
突
、
接
触
さ
せ
爆
雷
を
投
下
、
 

一
艇
を
も
っ

て
一
艦
を
屠
る
の
が
、
私
達
の
任
務
で
あ
っ
た
。
 

◇
 
◇
 

◇
 

前
述
の
臨
時
特
例
に

よ
る
『
入
隊
と
同
時
に

ニ
ツ
星
』
は
若
い
志
願
兵

を
釣
る
餌
と
考
え

て
い
た
が
、
実
は
一
人
乗

り
の
艇
で
は
、
乗
員
は
指
揮

官
で
も
あ
る
わ
け

で
、
軍
の
規
則
に
よ
れ
ば
、
下
士
官
以
上
で
な
け
れ
ぱ

乗
れ
な
い
定
め
が
あ
っ

た
様
で
す
。
 

転
属
と
同
時
に
特
訓
に
入
っ
た
。
何
し
ろ
ベ
ニ
ャ
板
製
の
舟
で
す
の
で
、
 

敵
に
発
見
さ
れ
た
ら
、
小
銃
に
で
も
簡
単
に
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
で
訓
練
は
も
っ
ぱ
ら
夜
間
を
想
定
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 

エ
ン
ジ
ン
の
故
障
排
除
も
、
昼
は
目
か
く
し
で
手
で
震
動
を
感
じ
、
耳

で
ェ
ン
ジ
ン
の
異
常
音
を
察
し
、
鼻
で
排
気
ガ
ス
の
程
度
を
知
る
、
と
云
っ

た
訓
練
で
あ
っ
た
。
 

私
は
三
期
生
で
す
が
、
 一
期
生
達
は
、
す
で
に
南
方
で
可
成
り
の
戦
果

を
挙
げ
た
と
聞
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
当
初
は
艇
首
に
爆
雷
を
積
ん
で
、
 

そ
の
ま
ま
体
当
り
す
る
、
い
わ
ゆ
る
自
爆
行
為
で
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
 

私
達
の
時
は
、
ベ
ニ
ヤ
の
艇
は
い
く
ら
で
も
作
れ
る
が
、
若
い
兵
隊
は
 
 

そ
う
は
い
か
な
い
、
そ
こ
で
艇
尾
の
爆
雷
を
投
下
し
た
ら
、
全
速
で
方
向

転
換
し
て
帰
還
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。
 

夜
間
演
習
は
江
田
島
周
辺
で
行
わ
れ
、
船
体
を
組
ん
で
の
行
動
は
全

く

の
無
灯
火
で
あ
る
。
僚
艇
と
の
距
離
間
隔
は
、
ス
ク
リ
ュ
ー
の
回
転
に
よ
っ

て
発
生
す
る
夜
光
虫

（
海
水
の
掻
乱
に
よ
っ
て
燐
光
を
発

つ
虫
の
集
団
）
 

の
光
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
 

運
命
の
八
月
六
日
午
前
八
時

十
五
分
、
前
夜
の
夜
間
訓
練
の
た
め
起
床

一
時
間
お
く
れ
で
、

私
は
、
朝
食
ま
で
の
間
舟
艇
の
整

備
を
し

て
居
た
 

（
上
半身
裸
体
）
。
 突
然
大
量
の

マ
グ
ネ
シ
ュ
ー
ム
が
焚
か
れ
た
様
な
閃

光
が
走
り
、
殆
ど
同
時
に
耳
を
つ
ん
ざ
く
様
な
大
音
響
と
、
物
す
ご

い
爆

風
を
感
じ
た
。
 

見
る
と
、
基
地
よ
り
北
へ
約
十
ニ
キ
ロ
位
は
な
れ
て
い
る
広
島
市
の
上

空
に
、
大
き
な
キ
ノ
コ
雲
が
、
火
山
の
大
爆
発
の
よ
う
に
中
天
高
く
、
濃

く
、
厚
く
、
ま
る
で
生
物
の
よ
う
に
、
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
湧
い
て
い
た
。
 

そ
の
時
は
広
島
市
に
何
が
起
っ
た
の
か
、
も
ち
ろ
ん
知
ら
な
か
っ
た
。
 

上
官
か
ら
の
説
明
も
な
か
っ
た
。
ク広
島
の
ガ
ス
タ
ン
ク
が
爆
発
し
た
ク
と

か
ク宇
品
に
あ
る
船
舶
司
令
部
の

弾
薬
庫
に
、
敵
の
ス
パ
イ
が
火
を
付
け

た

4と
か
の
噂
が
飛
ん
だ
り
し
た
。
兵
舎
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
り
し

て
、
 

配
食
中
の
朝
食
に
煤
が
落
ち
て
食
べ
ら
れ
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
 

◇
 

◇
 
◇
 

晴
天
の
広
島
上
空
の
キ
ノ
コ
雲
は
本
当
に
き
れ
い
で
、
し
ば
し
見
と
れ

た
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
 

こ
れ
が
米
軍
の

B
2
9『
エ
ー
ラ
ゲ
イ
』
が
広
島
に
投
下
し
た
、
全
長
三
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メ
ー
ト
ル
、
 直
径
七
十

ー
セ
ン
チ
、
重
さ
四
ト

ソ
の
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
爆
弾
 

（原
子
爆
弾
）
だ
っ

た
の
で
す
。
 
（広
島
上
空
約
六
百
米
？
・
で爆
発
）
。
 

原
爆
は
核
分
裂
の
連
鎖

反
応
か
ら
放
出
さ
れ
る
巨
大
な
核
ェ
ネ
ル
ギ

ー
 

を
破
壊
目
的
に
使
用
す
る
兵
器
で
、

火
薬
の
爆
発
力
を
利
用
し
た
従
来
の

兵
器
と
は
、
質
的
に
異

な
る
兵
器
で
す
。
 

特
徴
は
す
さ
ま
じ
い
熱
線
と
爆
風
、
そ
し
て
放
射
能
で
街
を
壊
滅
的
に

破
壊
し

つ
く
し
、
人
間
の
身
体
に
複
雑
な
被
害
を
与
え

る
も
の
で
す
。
 

爆
心
地
直
下
の
地
上
到
達
温
度
は
約
四
千
度
、

熱
線
と
火
災
に
よ
る
火

傷
、
爆
風
は
爆
心
地
附

近
で
は
音
速
以
上
、

爆
心
地
よ

り
一

・
三
キ
ロ
で

も
風
速
毎
秒
一

二
〇
米
が
吹
き
荒
れ
、
地
上
の
人
間
や
建
物
に
襲
い
か
か

り
ま
し
た
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

爆
心
地
か
ら

ー
キ
ロ
以
内
で
は
、
九
十
％
が
死
亡
し
、
広
島
で
は
十
三

万
人
か
ら
十
五
万
人
が
殺
さ
れ
ま
し
た
。
 目
に
見
え
な
い
放
射
線
が
街
を

覆
い
、
幸
い
に

一
命
を
と
り
と
め
た
人
に
も
、
通
常
兵
器
に
は
見
ら
れ
な

い
急
性
の
放
射
線
障
害

（
だ
る
さ
、
吐
気
堰
吐
、
高
熱
、
下
痢
、
出
血
、
 

脱
毛
、
白
血
球
減
少
）
な
ど
が
襲
い
ま
し
た
。
 

た
っ
た
一
発
の
原
爆
で
十
万
人
以
上
の
生
命
を
奪
っ
た
核
兵
器
は
通
常

兵
器
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
程
、
広
範
囲
に
及
ぼ
し
た
だ
け
で
な
く
、
時

間
的
に
も
長
期
に

亘
り
、
爆
破
五
十
年
を
過
ぎ
た
今
で
も
、
被
爆
者
は
そ

の
後
も
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
 

現
在
全
国
に
約
三
十
三

万
人
余
、
我
が
青
森
県
に
も
広
島

・
長
崎
合
せ

て
百
人
を
越
す
被
爆
者
が
居
り

ま
す
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

被
爆
と
同
時
に
、
広
島
は
全
市
が
火
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
広
島
市
内

の

軍

・
官

・
民
の
指
揮
組
織
は
、

爆
心
地
よ
り
五

キ
ロ
は
な
れ
た
、
宇
品
に

あ
る
船
舶
司
令
部
を
除
き
、
す
べ
て
の
組
織
が
そ
の
機
能
を
失
し
て
し
ま
っ

た
の
で
、
船
舶
司
令
官
の
指
揮
の
下
に
、

船
舶
部
隊

（
暁
部
体
）
が
直

に

救
援
活
動
に
入
っ
た
。
 

私
達
の
戦
隊
は
近
日
中
の
出
征
が
決
っ

て
い
た
の
で
、
六
日
の
夜
も
燃

え
さ
か
る
広
島
を
横
目
に
洋
上
夜
間
演
習
に

出
ま
し
た
。
 

に
の
し
ま
 

だ
が
、
七
日
か
ら
私
達
に
も
、

広
島
救
援
の
命
令
が
出
、

私
は
似
島

に

行
き
ま
し
た
。
こ
の
島
に
は
陸
軍
の
検
疫
所

が
あ
っ
て
、
運
ば
れ
て
来
る

負
傷
者
を
検
疫
所
の
講
堂
に
収
容
す
る
作
業

で
し
た
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

運
ば
れ
て
く
る
負
傷
者
は
、
皆
血
の
海
か
ら
飼
い
上
が
っ
て
来
た
様
な
、
 

血
だ
ら
け
の
者
ゃ
、
半
裸
若
し

く
は
全
裸
に
等
し
く
、
顔
は
茶
褐
色
の

黒

み
が
か
っ
た
色
で
ふ
く
れ
上
り
、

目
は
見
え
る
の
か
見
え
な
い
の
か
、

皮

膚
は
焼
け
た
だ
れ
て
、
蛇
の
抜
け
が
ら
を
手
先
に
垂
れ
た
様
に
垂
れ
下
り
、
 

肉
は
む
き
だ
し
で
、
正
視
に
堪
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
 

負
傷
者
は
次
か
ら
次
へ
と
運
ば
れ
て
く
る
。
講
堂
は
ま
た
た
く
間
に

一

杯
に
な
っ
た
。
座
っ
て
い
ら
れ
る
者
は
な
く
、
皆
横
た
わ
っ
て
悶
絶
す
る

声
、
う
め
く
声
、
母
を
呼
ぶ
子
供
、
子
を
呼
ぷ
母
の
声
。
 

そ
し
て
負
傷
者
は
と
に
か
く
水
を
欲
し
が
っ
た
。
 
『
兵
隊
さ
ん
水
を

下

さ
い
。
水
を
下
さ
い
』
と
、
私
達
の
足
首
に
す
が
り
つ
く
。
 

火
傷
に
水
は
禁
物
と
さ
れ

て
い
た
が
、
ど
う
せ
助
ら
な
い
の
だ
か
ら
飲
 

ま
し
て
も
い
い
と
の
指
示
が
出
て
か
ら
は
、
首
を
持
ち
上
げ

て
、
水
筒
の

水
を
飲
ま
す
と
、

そ
の
ま
ま
ガ
ッ
ク
リ
息
を
引
き
と
る
者
も
あ
っ
た
。
 

こ
こ
は
陸
軍
の
検

疫
所
で
す
の
で
、
軍
医
も
衛
生
兵
も
居
た
が
、
負
傷

者
に
対
す
る
手
当

も
、
赤
チ
ソ
を
塗
る
程
度
で
あ
っ
た
。
負
傷
者
の
大
半
 

う
ち
 

は
、
そ
の
日
の
中
に
死
ん
で
い
っ
た
。
 焼
け
た
だ
れ
た
皮
膚
の
下
に
は
、
 

う
じ
虫
が
う
ご
め
い
て
い
る
。
死
体
は
茶
毘
に
伏
す
こ
と
も
な
く
、
大
き

な
穴
に
大
量
に

埋
め
ら
れ
た
。
 

◇
 
◇
 

 
一
 

◇
 

八
日
か
ら
私
は
広
島

市
内
に
入
り
ま
し
た
。
 私
は
広
島
市
内
は
殆
ど
不

案
内

で
、
し
か
も
焼
ケ
野
原
で
す
の
で
、
何
処
に
入
っ
た
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
 

所
々
で
未
だ
立
木
が
燃
え
く
す
ぶ
っ
て
い
た
。
路
上
に
馬
が
数
頭
倒
れ
、
 

腹
か
ら
内
臓
が
飛

び
出
し
て
い
る
。
焼
け
た
だ
れ
た
黒
焦
げ

の
死
体
、
男

女
の
区
別
も
つ
か

な
い
黒
い
物
体
。
虚
空
を
つ
か

ん
で
目
玉
が
飛
び
出
し

て
い
る
者
、
脳
が
吹
き
出
て
い
る
者
、
胴
体
だ
け
の
者
、
電
車
は
三
十
米

も
飛
さ
れ
て
、
 レ

ー
ル
は
飴
の
よ
う
に
ひ
ん
曲
っ
て
い
た
。
 

そ
の
電
車
の
中
の
死
体
は
、
死
ん
で
か
ら
電
車
と
共
に
焼
け
た
の
か
、
 

電
車
の
火
災
で
焼
け
死
ん
だ
の
か
、
中
ば
白
骨
化
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
 

建
物
疎
開
に
動
員
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
中
学
生
や
女
学
生
が
、
 
一
列
に

並
ん
で
死
ん
で
い
た
。
 異
様
な
大
爆
発
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
ま
だ
惨
過

の
本
当
の
内
容
は
知
っ

て
い
な
か
っ
た
私
達
は
、
歩
一
歩
進
め
る
た
び
に

驚
倒
し
、
戦
傑
を
覚

え
た
。
 

踏
む
地
面
も
焼
け

つ
く
様
に
熱
い
、
生
き
て
る
人
も
半
裸
、
若
く
は
全
 
 

裸
、
血
だ
ら
け
の
衣
類
を
わ
ず
か
に
ま
と
っ
て
い
る
だ
け
、
顔
は
黒
ず
ん

で
腫
れ
、
殆
ど
目
が
開
い
て
い
な
い
者
、
す
で
に
死
ん
で
る
幼
児
を
背
負
っ

て
夢
遊
病
者
の
よ
う
に
、
う
つ
ろ
な
目
を
し
て
さ
ま
よ
っ
て
い
る
若
い
母

親
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
衣
服
の
半
狂
乱
の
女
が
何
か
叫
ん
で
い
る
。
余
程
熱
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
、
防
火
用
水
や
便
壷
に
ま
で
入
っ
て
死
ん
で
る
者
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
 

近
く
の
川
に
は

一
面
に
死
体
が
浮
い
て
い
る
。
死
体
で
川
の
水
が
見
え

な
い
程
死
体
が
埋
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

死
体
を
担
架
に
乗
せ
る
た
め
手
を
つ
か
ん
で
引
上
げ
よ
う
と
す
る
と
、
 

肉
が
む
け
て
骨
が
見
え
る
し
ま
つ
、
猛
暑
の
中
で
肉
が
腐
っ
て
い
く
臭
い

の
す
さ
ま
じ
さ
は
、
五
十
年
を
過
ぎ
た
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
 

育
ち
盛
り
の
私
達
も
ご
飯
が
喉
を
通
ら
ず
、
三
日
位
で
三
キ
ロ
位
や
せ

ま
し
た
。
倒
壊
飛
散
物
や
死
体
で
足
の
ふ
み
場
も
な
い
道
路
を
確
保
す
る

た
め
の
片
付
作
業
は
、
猛
暑
の
中
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。
何
十
人
も

の

死
体
に
ふ
れ
た
こ
の
手
を
、
今
で
も
ジ
ッ
と
見
る
こ
と
が
あ
る
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

九
日
頃
か
ら
多
数
の
戦
友
に
下
痢
が
始
っ
た
。
人
に
よ
っ
て
程
度
の
差

が
あ
る
が
、
そ
の
后
ー
ケ
月
も
続
い
た
人
や
復
員
後
も
下
痢
に
悩
ま
さ
れ

た
人
も
あ
っ
た
様
で
す
。
 

広
島
の
夜
は
、
く
す
ぶ
り
続
け
る
建
物
の
残
火
と
火
葬

（野
焼
き
）
の

青
白
い
光
が
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
見
ら
れ
、
正
に
こ
の
世
の
様
で
は
な
か
っ

た
。
 

◇
 

◇
 

◇
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十
日
か
ら
再
び
特
攻
訓
練
が
始
ま
っ
た
。
原
爆
投
下
が
な
け
れ
ぱ
、
七
・

八
日
頃
江
田
島
を
は
な
れ
る
予
定
で
し
た
。
 

八
月
十
五
日
午
前
の

訓
練
が
終
り
、
重
大
発
表
が
あ
る
か
ら

と
、
営
庭

に
集
合
し
、
天
皇
陛
下
の
声
を
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
が
、
内
容
は
さ
っ
ぱ
り

わ
か
ら
ず
、
上
官
か
ら

の
説
明
も
な
か
っ
た
。
 も
う
少
し
ガ
ン
バ
レ
と
云

う
こ
と
か
と
受
け
と
り
ま
し
た
。
敗
戦
は
翌
日
知
り
ま
し
た
。
 

広
島
の
惨
状
を
見
た
時
、

果
し
て
日
本
は
勝
て
る
か
な
？
と

疑
問
は
感

じ
て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
后
訓
練
は
な
く
な
り
、

エ
ソ
ジ
ン
や
兵
器
の
返
納
も
終
り
、
九
月

十

一
日
復
員
の
途
に

つ
き
、
金
木

へ
向
い
ま
し
た
。
 

◇
 

◇
 
◇
 

ま
い
ば
ら
 

軍
隊
輸
送
の
貨
物
列
車
に
乗
り
、
米
原
の
駅
で
乗
り
換
え
ま
し
た
が
、
 

そ
の
時
、
ァ
メ
リ
カ
の
専
用
列
車
が
通
過
す
る
と
の
放
送
が
あ
り
、
隊
長

以
下
ホ
ー
ム
の
下
に
隠
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
 

十
四
日
の
夜
大
鰐
に
下
車
し
、
戦
友
と
二
人
で
久
し
振
り
に
温
泉
に
入

る
つ
も
り
で
し
た
が
、
ど
こ
の
旅
館
に
も
外
国
人
が
居
て
恐
し
く
て
泊
れ

ず
、
結
局
大
鰐
の
駅
で
一
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。
 

◇
 

◇
 
◇
 

九
月
十
五
日
朝
金
木
に
着
き
ま
し
た
。
原
爆
投
下
か
ら
音
信
不
通
に
な
っ

て
い
た
の
で
、
家
で
は
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。
江
田
島
に
居
た
こ
と
は

特
攻
の
秘
密
で
、
広
島
気
付
で
手
紙
を
出
し
て
い
た
の
で
、
市
内
に
居
て

全
滅
し
た
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
 

そ
れ
ま
で
身
体
の
変
調
は
な
か
っ
た
が
、
十
月
頃
髪
の
毛
が
抜
け
は
じ
 

め
、
禿
げ
て
し
ま
い
そ
う
で
、
と
て
も
心
配
し
ま
し
た
が
、
そ
の
后
回
復

し
ま
し
た
。
大
分
後
に
な
っ
て
か
ら
原
爆
に
よ
る
初
期
の
症
状
の
脱
毛
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
 

当
時
港
で
は
、
原
爆
は
伝
染
す
る
と
云
わ

れ
た
。
広
島

・
長
崎
近
辺
の

子
供
達
は
、
被
爆
者
の
子
と
手
を
つ
な
い
で

遊
ぶ
な
と
云
わ
れ

た
そ
う
で

す
。
 又
被
爆
者
は
、
結
婚
や
就
職
に
も
可

成
り
の
影
響
が
あ
っ

た
よ
う
で

す
。
私
も
結
婚
し
て
子
供
が
生
れ
る
時
は
、

本
当
に
心
配
し
ま
し
た
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

戦
争
は
二
度
と
し
て
ほ
し
く
な
い
。
 

原
爆
に
遭
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
達
は
殆
ど

身
元
不
明
で
処
置
さ
れ

ま
し

た
。
生
き
残
っ
た
家
族
は
、
吾
が
子
が
、

夫
が
、
父
が
、
何
処
で
、
ど
う

い
う
状
態
で
、
ど
の
様
に
し

て
死
ん
だ
の
か
、

そ
の
遺
体
は
ど
う
な
っ
た

の
か
、

一
生
気
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
 

若
し
こ
の
爆
弾
が
金
木
町
の
役
場
の
上

空
で
爆
発
し
た
ら
、
東
は
昭
和

町
か
ら
西
は
三
軒
町
、
南
は
栄
町
か
ら

北
は
若
松
町
ま
で
の
す
べ
て
の
木

造
家
屋
は
、
 一
瞬
に
し

て
同
時
に
倒
壊
し
、
し
か
も
一
斉
に
火
を
吹
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
 

広
島
の
爆
心
地
に
近
い
人
達
は
、
自
分
の
子
供
が
倒
れ
た
家
の
下
敷
き

に
な
り
、
そ
の
家
に
火
が
つ
い
て
い
る
状
況
で
、
目
の
前
で
生
き
た
ま
ま

で
焼
け
死
ぬ
の
を
助
け
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ

た
人
が
沢
山
居
り
ま
す
。
 

私
は
声
を
大
に
し
て
叫
び
ま
す
。
 ふ
た
た
び
被
爆
者
を
作
る
な
、
核
戦

争
起
す
な
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
核
兵
器
の
な
い
、
平
和
な
世
界
を
子

供
達
ヘ
グ
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現

実
の

狭

間

で
 

/

（
一
 
‘

し
 

小
山
内
 
ト
モ
子
 

も
う
一
人
の
 
私
が
居
て
 

恋
の
唄
だ
け
が
 
聞
こ
え
た
日
々
 

流
れ
る
ま
ま
に
 
流
さ
れ
て
 

罪
深
い

日
々
と
 
自
問
答
を
 

く
り
返
し
な
が
ら
 
生
き
て
行
く
 

楽
し
く
 
さ
え
ず

る
 
鳥
の
声
も
 

頬
を
 
な
で

る
 
そ
よ
風
さ
え
 

恋
の
唄
に
聞
こ
え
る
 

恋
の
甘
さ
と
 

現
実
の
苦
さ
の
狭
間
で
 

い
つ
し
か
 
あ
な
た
に
 

染
ま
て
 
行

く
 
私
 

詩 
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